「マテリアル先端リサーチインフラ」事業に採択されました by ナノテク支援 運営委員会
 







 昨年発刊の公立千歳科学技術大学紀要第 1 巻第 1 号において、科技大ナノテクノロジー
プラットフォーム事業（以下、NP 事業と略称する）の 8 年間の歩みについて紹介した。そ
の中で、「地域のヘビーユーザーの間からは、本学におけるプラットフォーム事業が継続さ
れるよう強い要望が出されている」ことを記載した。NP 事業は、地域貢献ばかりではなく、




6 年目の中間評価前の時点（平成 28 年度）において、微細構造解析 PF の利用件数 970 件、
利用料収入 126,743 千円、微細加工 PF は利用件数 1,326 件、利用料収入 394,063 千円、分
子・物質合成 PF は利用件数 665 件、利用料収入 28,041 千円であった。分子・物質合成 PF








物質合成 PF の代表機関からは「秀でた利用成果（毎年全利用件数 3000 件のうち 6 件しか









令和元年 10 月 31 日、カートハウス教授と大沼教育連携・研究支援課長が、文科省に永野
PO を訪ね、本学の公立化後の状況について報告すると同時に、ポスト NP 事業について質
問した。「量子技術、バイオエコノミー、AI が政府の 3 大戦略としてクローズアップされ
る。」という回答が得られたため、本学の対応が可能と思われるバイオエコノミーについて
下村教授に指示を仰いだ。 









令和 2 年 6 月 24 日には文科省ナノ材の高橋補佐から「マテリアル革新力強化のための政
府戦略に向けて」と題して分子・物質合成 PF 実施機関に対して説明があった（web 会議）。
この構想に NP 事業が包含されていることは示されたが、ポスト NP 事業の詳細は相変わら
ず曖昧であった。 
「既に構想はできあがっていて、採択予定の機関も内定しているのではないか？」という疑
心暗鬼に囚われた我々は、令和 2 年 8 月 6 日、カートハウス教授と大越教授に文科省を訪







令和 2 年 10 月 5 日に分子研から文科省概算要求の資料が届き、同月 13 日にはマテリア
ル DX プラットフォームについて分子研の個別説明会があった。以下に要点を列挙する。現
在の NP 事業は、微細構造解析 PF、微細加工 PF、分子・物質合成 PF の 3PF から成り、各
PF は代表機関と実施機関で構成されているが、新プロジェクトではハブ＆スポーク体制と






令和 2 年 12 月 11 日、東京ビッグサイトで開かれた JapanNANO2021（web 併用）では文




令和 2 年 12 月 18 日、マテリアル DX 学内打ち合わせ会議（学内 NP 委員会メンバー、宮
永副学長、谷尾、曽我、萩原、砂原）を行い、10 重要技術領域から「次世代バイオマテリア
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についてもどの機関と組めば良いのか暗中模索であった。年末年始をはさんで 1 月 13 日の
締め切りに間に合うのか前途多難であった。12 月 25 日には文科省によるマテリアル先端リ
サーチインフラ説明会が開かれた。この後、カートハウス教授、大越教授、河野の他に宮永
副学長、萩原准教授等が加わって学内打ち合わせを数回行って年末年始の休暇に入った。年










なった。最後に吉田名誉教授に申請書を校閲していただき、1 月 13 日の締め切り日に文科
省へ申請書を提出することができた。 




しい質問はなく無事終了したが、2 月 6 日に採択通知をいただくまでは落ち着かない日々を
すごした。コロナ禍で祝杯を挙げられないのは残念だった。 







井手 淳一郎、梅村 信弘、大越 研人、小田 久哉、カートハウス オラフ、川辺 豊、 
木村-須田 廣美、小松川 浩、坂井 賢一、下村 政嗣、髙田 知哉、谷尾 宣久、萩原 茂樹、 








  ハブ：東北大学 スポーク：筑波大学、豊田工業大学、香川大学、ＱＳＴ 
「量子・電子制御により革新的な機能を発現するマテリアル」 
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  ハブ：NIMS スポーク：北海道大学、東京工業大学、産業技術総合研究所、 
「革新的なエネルギー変換を可能とするマテリアル」 




  ハブ：名古屋大学 スポーク：早稲田大学、公立千歳科学技術大学、北陸先端科学技術
大学院大学 
「次世代ナノスケールマテリアル」 
  ハブ：九州大学 スポーク：信州大学 
「マルチマテリアル化技術・次世代高分子マテリアル」 
  ハブ：京都大学 スポーク：大阪大学、奈良先端科学技術大学院大学、山形大学 
「極限機能を有するマテリアル」 
（該当なし） 
  
